
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

令和７年８月８日（金）山形国際交流プラザにて、令和７年度山形県公立小中学校事務職

員研究協議会第５回研究大会が開催されました。  

 今回は、全国公立小中学校事務職員研究会  会長 前田雄仁氏をお招きし、「つかさどる

事務職員の学校経営参画」と題した講演が行われました。また、今年度は３年に１度の研究

大会ということで、各研究テーマで４支部から発表をしていただきました。 

４名の方に感想を寄せていただきましたので、ご紹介します。  

山形市立第三中学校 主事 押野 友香   

講演会では、「自分ごととしてできること」という言葉が印象に残りました。  

今までは、すぐに「つかさどる」姿になる必要があると思っていました。しかし、講演を

聴き徐々にできることから近づいていくという意識に変わり

ました。 

私ができることは、まずは従事することだと考えます。先を

見据えて、事務的視点から携わることで改善できそうなことを

見つけたいです。 

支部研究発表では、時間をかけて作り上げられた発表を拝聴し、大変勉強になりました。

成果や課題を共有していただき、具体的にイメージすることができました。  

そして、近隣の地区であっても、取り組んでいることは様々で  

驚きました。 

このように他支部とのかかわる機会があると、県全体としての  

つながりを実感します。研究大会での学びをこれからに生かして 

いきたいです。 
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令和７年度 山形県公立小中学校事務職員研究協議会  

第５回研究大会 

参加者の声 



東根市立神町中学校 事務総括 岡崎 いずみ 

全事研会長の講演は埼玉県嵐山町での共同学校事務室の具

体的な取り組みについての話で、とても興味深いものでした。

「共同実施で何をするか？  ではなく、各校で何ができるか？ 

を一番に考えている。見方を変えて展開してほしい。」という

お言葉がとても印象的でした。共同学校事務室のイメージが湧 

き、近い将来山形県でも実現してほしい…という思いが膨らみました。 

支部研究発表では第２分科会に参加しました。西村山支部の、児童が要望したことを翌年

に実現することができた実践に感銘を受けました。また、東村山支部で作成しているチラシ

に載っていた「第３期中期研修計画のつけたい力」の６項目のイラストは、SDGｓに例えた

イラストで分かりやすく、全県で使えたらいいな…と思いました。どちらの支部も若い方々

が堂々と発表をしていて頼もしく、刺激を受けました。私自身の意識改革をして、今後の仕

事に生かしていきたいです。 

米沢市立第七中学校 主任主事 北見 舞香   

第５回研究大会の支部研究発表では第１分科会に参加しました。若手の事務職員の方々が

中心となって発表されていたのがとても印象的で、誠実に語られる姿に心を打たれました。 

山形市の発表は、共同実施が１３グループもあるなか、市内研究班で成果や課題を共有し、

次の一歩につなげている実践の発表でした。「共同実施の可能性を感じた」という点から、

今後の展望に期待して心が弾みました。また、上山市の発表では、広報誌「Jimy’s News」

や１人１研究の取り組み等が紹介されました。１人１研究は、自分の実践を振り返り発表す

ることで、新たな視点や価値を発見し合える取り組みであると感じ、「私が取り組むなら、

どんな実践を重ねていこうか。」と考えるきっかけを頂きました。  

「やまがた花笠プラン」が両市の実践に息づいていることを目の当たりにし、私も明日  

からまた頑張ろうと思える素敵な時間でした。  

酒田市立琢成小学校 事務主査 小久保 安 

講演のとおり、全国的な流れでは学校事務は組織で運営し  

ていくことが標準となっていく。 

本県は、共同実施がモデル校事業のままで停滞している。  

本来ならば、共同実施を通過点として、地教行法に法的根  

拠をもつ共同学校事務室を基にした組織体制を構築するべき  

だろう。 

共同学校事務室が不可欠な理由の一つとして、制度的にも学校事務職員が一人職から脱却

することが挙げられる。つかさどる事務職員には校務運営改善への取り組みが求められる

が、単独配置では取り組みへの着手にも限界がある。また、組織化により事務機能を強化す

るためには、一定の権限をもつ必要がある。共同学校事務室を作り運営するためには学校管

理規則の改正が伴う。 

実践の中身は時代の変化と共に移りゆく。まずは器を作る所から始めなければならない。

待っていてもやっては来ない。全国に目を向け、多方面から学ぶ必要があると感じた。 

 

 沢山のご参加ありがとうございました！    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 



  

 

  

 

 

今年度の新規採用事務職員（５名）を紹介します。 

以下、７つの内容で自己紹介をしていただきました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 名前 ② 所属校 ③ 出身地 ④ 趣味・特技 ⑤ 好きな食べ物 ⑥ 好きな言葉 

⑦ ７か月間過ごして思ったこと  a.嬉しかったこと b.困ったこと c.びっくりしたこと 

①  奥山 拓紀 （おくやま ひろき） 

②  山形市立滝山小学校 

③  天童市 

④  古着、神輿 

⑤  和梨 

⑥  明日やろうはばかやろう 

⑦  a.あだ名でしか呼んでくれなかった子 

どもがひろき先生と呼んでくれるよ 

うになったこと。 

  b.実家暮らしなのになかなかお金がた 

まらないこと。散財するようになっ 

てしまったこと。 

  c.時間の経過が早くなったように感じ 

たこと。すでに半年が経過している 

こと。 

令和７年度 新規採用事務職員の皆さん 

①  佐直 美羽 （さじき みう） 

②  寒河江市立三泉小学校 

③  朝日町 

④  水族館巡り、卓球 

⑤  納豆チャーハン 

⑥  弱い自分強い自分、全部自分なんだ 

⑦  a.月に１回学区内で集まるため、分か 

らないところ・疑問に思ったところ 

を聞きやすい環境であること。 

  b.先生方から相談・質問されてもすぐ 

に答えられず、返答に時間がかかっ 

てしまうこと。 

  c.業務の幅がとても広く、まだ知らな 

い業務があること。 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 どうぞよろしくお願いします！ 

①  梅津 茉侑 （うめつ まゆ） 

②  長井市立長井小学校 

③  山形市 

④  編み物、散歩、ケーキの等分切り 

⑤  桃、チョコレート 

⑥  明日は明日の風が吹く 

⑦  a.いつも事務室に帰りの挨拶をしに来 

てくれる子どもがステキな手紙をく 

れたこと。 

  b.学校近くのスーパーに買い物に行っ 

たら、大きな声で「事務室の先生 

だ！」と言われ指をさされたこと。 

  c.学校現場に勤めてみて、改めて学校 

の先生方の業務の大変さ・多忙さを 

感じたこと。 

①  丹 凪冴 （たん なぎさ） 

②  鶴岡市立豊浦小学校 

③  金山町 

④  バスケットボール、釣り、茶道 

⑤  馬刺し 

⑥  人にやさしく 

⑦  a.職場の先生方からとてもやさしく接 

していただき、居心地がとても良い 

こと。 

  b.一人暮らしをするに当たって、仕事 

で疲れても家事や夕飯の準備をする 

ことが大変であること。  

  c.学校からきれいな夕日と海が見える 

こと。 

①  五十嵐 来芽 （いがらし くるめ） 

②  酒田市立西荒瀬小学校 

③  酒田市 

④  美術館、カフェ巡り 

⑤  納豆 

⑥  何事も、成し遂げるまではいつも不可

能に見える 

⑦  a.子どもたちと深くかかわる機会は少 

ないものの、子どもたちが名前を覚 

えてくれ、話しかけてくれること。 

  b.校長先生や教頭先生、他校の事務の 

先輩など、頼れる方々はいらっしゃ 

るが、一人職は大変なこと。 

  c.職員の一員になったことで、学生の 

時には気づかなかった様々な教育活 

動を知ったこと。 



     

  

 

 

 

  

 

 

「バッグに入れて旅に出る」        田川支部 旅する風船 

１０代の頃から私の楽しみは、神社仏閣・お城に温泉と、見たことのないものを見て、

その土地の美味しいものを食べることである。  

旅の思い出にいろいろ購入したこともあるけれど、数年前からは参拝した神社やお寺で

御朱印を頂くことにしている。御朱印本来の目的とは違うと思うけれど、御朱印は美しい

し、日付も入っている。いつ訪れたか分かるし、たまに見返すと、誰と行ったとか、その

時の天候や土地の様子等思い出すことができる。御朱印帳をその日忘れてしまっても、書

き置きという御朱印帳サイズの用紙に書いたものを頂ける。

ブームに乗ったつもりはないけれど、気がつけば３冊目だ。  

 この夏は、山形美術館でエジプト展を見て神社に参拝して

御朱印を頂いた。暑い中、市内散策したこと、御朱印帳を見

るたびに思い出すと思う。今度はどこに行こうかな。  

 

 

   「おやすみの過ごし方」            東置賜支部 きんにく 

「休日は、思い切りリフレッシュしたい！」 

 今回は、そんな私がおすすめの休日の過ごし方を二つ紹介します。  

 まずはキャンプです。キャンプでは、電気も携帯電話も使わない、非日常を感じること

ができます。美味しいものを食べて、焚き火をして、心を癒す時間を過ごすことができま

す。次の日の早朝に鳥や森の音を聞きながら飲むコーヒーは別格です！  

次に、トレーニングです。体を鍛えることによって、基礎代謝の向上やストレスを解消

する効果があります。また、筋肉がつくことによって、児童が目を輝かせながら話しかけ

て来てくれます。そのため、児童との会話が増え、楽しい日々を過ごすことができていま

す。そこにトレーニングの醍醐味がすべて詰まっている気がします。

トレーニング後に美味しいものを食べたり、サウナでさらに汗を流し

たりするのもおすすめです。 

皆さんも自然・運動・癒しのバランスを自分好みに組み合わせて、

充実した休日を過ごしてみませんか？ 


